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11．急性小児片マヒの脳RIアンギオグラフィー

　と脳スキャン

ただし　　R＝1－’

10・赤血球寿命の延長を示した多血症の2症例に

　ついて

　　　斉藤　　宏
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　赤血球寿命をDF32Pにより各種疾患で測定し

ていたが一般には寿命の短縮するケースばかりで

あった．しかし1973年に1例，1976年に1例，赤

血球寿命がそれぞれ，196日と172日との延長症

例を経験した．これらの症例はともに真性多血症

であった．第1の症例は，はじめは測定のまちが

いであろうと放置していたが，第2例を経験した

ので再び当時の成績を慎重に検討した結果，まち

がいのないことがわかった．これらの症例以外の

他の11例の真性多血症では赤血球寿命は86±19

日で63日から125日の幅があつた．これらの寿

命延長を示した2例では8日と7日とそれぞれ短

かい赤血球寿命をもつ群もみつかった．196日の

寿命を示した例で2年後，潟血のみで小康状態に

あるとき再検した赤血球寿命は130日であった．

これは正常人の上限値に相当する．

　赤血球寿命の延長に関する報告はこれまでにな

い．真性多血症で赤血球量が増加するのは，造血

元進によるものであるが，しかし，寿命の延長も

赤血球量増加の一因となりうることが明らかにな

った．
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　急性小児片マヒ症候群の脳スキャンについて検

討した．10例中6例に脳スキャン異常を呈した．

またRIアンジオグラフィーを併用した6例のう

ち，1カ月以内に施行した5例はすべて血管閉塞

のパターンであった．CAGを施行した8例中血

管閉塞を証明したのが3例であることを考えると，

脳スキャン，特にRIアンジオグラフィー併用の

脳スキャンが非常にこの疾患の診断に有用である

ことが判った．また発作後の脳スキャン，R1ア

ンジオグラフィーの所見の推移を見たが，成人の

脳梗塞でいわれているような，2～3Wで異常出

現率がpeakとなり以後減少していくという傾向

ははっきりしなかった．これは症例数が少ないこ

とにもよるのだろう．ただ1ヵ月さらにそれ以上

たつと，脳スキャン，RIアンジオグラフィーは

臨床症状の軽決とともに，正常化するようである．

小児は，その特異な条件のために今までRIアン

ジオグラフィーを行なわない傾向があったが，ち

ょっとした小児科医の協力があれば解決できるこ

ともあり，これからは脳スキャンにRIアンジオ

グラフィーが併用されるべきである．
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